











































2． l. l. "令”




























































































































































































































"人”が使役の対象、“随其往”が内容、 「十八史略」 「春秋戦国・趙」 “遣従者懐壁、間行先帰、
身待命於秦（｢従者をして壁を懐いて、間行して先づ帰らしめ、身は命を秦に待つ｣)｡”では、
"従者”が対象、 “懐壁間行先帰”が内容に当たる。
























2. 2. l. "所”









































2． 2． 2． “被”
2． 2． 2.l.字義・字形
“被”の字義は「説文解字」 “被寝衣、長一身有半（｢被は寝衣なり、長さ一身有半｣)｡”から




























2． 2． 3． “見”








例えば、 「墨子』 「兼愛」 ‘‘即此言愛人者必見愛也、而悪人者必見悪也（｢即ち此れ人を愛する
者は必ず愛せられ､人を悪む者は必ず悪まるるを言う｣)｡”では､‘‘愛人者”“悪人者”が受事者、
"愛，'“悪”が受身の内容、 『韓非子」 「説難」 ‘‘厚者為裁、薄者見疑（｢厚き者は識され、薄き者
は疑はる｣)｡”では、“薄者”が受事者、 ‘‘疑”が内容に当たる。































































































使役 受事者受身 兼語 施事者
